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英語学習において英語コミュニケーション
　　　学科学生が用いるストラテジー
　　　　　　一自律性の確立を目指して一
時田朋子
はじめに
　近年、学習の成功を導くものとして学習者の自律性が注目されている、、
学習者の自律性とは、学習者が「自分自身の学習を管理する能力（Holec，
1981）」であり、具体的には学習者が⑦なぜ学習するのかという学習の動機
付けやニーズを自覚し、②目的に合わせた学習のプランを立てて実行し、③
自己の学習をモニターして評価すること（Scharle＆Szab6．2000）、を指す。
学習者自身が学習全般に主体的に関わるため、自律性を確立している学習者
は学習を成功へと結びつけるのである。
　外国語教育や第二言語習得の分野においても、学習者の自律性は注目され
ている。教師が学習者にいかに教えるかという従来の課題のみではなく、い
かに学習者の自律性を発達させるかという課題が熱心に取り組まれるように
なっている。
　この流れを汲み、東洋大学文学部英語コミュニケーション学科は、英語学
習における学生の自律性を育むことを教育目標として掲げているzとりわけ
2010年度以降は、入学時のオリエンテーション、専任教員との面談、学習
記録を記したポートフォリオの作成、学科開講の英語の授業における多様な
活動などを実施し、学科を挙げて学生の指導に当たっている，
　本稿は、英語コミュニケーション学科に所属する学生の英語学習における
自律性を、使用している学習ストラテジーを捉えることより考察する．：学習
ストラテジーは、学習を「より易しく、より早く、より楽しく、より自主的に、
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より効果的に、かつ新しい状況に素早く対処するために（Oxford，1990、日
本語版1994）1使用されるttつまり、学習者は自分自身の学習を管理するた
めに学習ストラテジーを使用する　そのため、学習ストラテジーは学習者の
自律性の一t部を成すといえるr．また、第二言語習得の分野においても、学
習ストラテジーは、言語適正、性格、学習開始年齢、動機付けなどととも
に外国語学習の成功に影響する個人的要因として挙げられている（ex．　Ellis、
2008；Ughtbown＆Spada．2006）うえに、教師なと外部からの働きかけによ
り、学習者が新たに習得し改善することを可能とするという特徴をもつ。そ
こで本稿は、英語コミュニケーション学科に所属する学生の英語学習におけ
る学習ストラテジーの使用状況を明らかにし、英語学習の成功および自律性
の確立を目指して今後の指導における課題を整理する、
1．先行研究
　言語学習ストラテジーを包括的に分類した代表的な研究として、O’Malley
＆Chamot（1990）とOxford（1990）がよく知られている．
　0’Malley＆Chamot（1990）は、言語学習ストラテジーを3つのタイプに
分けた　ひとつ目は、学習の計画をすること、学習そのものを分析すること、
学習結果を評価することを通して、自分の学習を管理するメタ認知ストラテ
ジーである、2つ目は、推測、転移、要約など、学習中に用いる認知ストラ
テジーである．3つ目は、質問する、協力するなど、学習を助けるために他
の人との関わりを持つときに用いる社会・情緒的ストラテジーである。
　Oxford（1990）は、言語学習ストラテジーを階層的に分類する。まず、
学習言語とのかかわりから、ストラテジーを2つのタイプに分けている。ひ
とつは学習言語に直接関わる直接ストラテジーであり、もうひとつは学習言
語に直接関係せず学習を支える間接ストラテジーである。それぞれのストラ
テジーは、3つの下位ストラテジーから構成されている，、直接ストラテジー
の下位ストラテジーは、①新しい情報の蓄積と想起を助ける記憶ストラテ
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ジー、②多様な方法により外国語を理解して発話するために使用される認知
ストラテジー、③言語使用の際に足りない知識を補う補償ストラテシー、で
あり、間接ストラテジーの下位ストラテジーは、④学習者が自らの認知作
用をコントロールするつまり自己の学習過程を調整するメタ認知ストラテ
ジー、⑤感情、動機付け、態度を調整する情意ストラテジー、⑥他の学習者
とのコミュニケーションを通した学習をするために使用される社会的ストラ
テジー、である、各ストラテジーの具体的な活動は、表1に示すとおりである
表10xford（1990）によるストラテジー分類
ストラテジー ストラテシーの具体的活動
1．「知的連鎖を作る」
a）グループに分ける、b）連想をする・1一分に練る、　c）文
脈の中に新しい語を人れる
2．「イメージや音を結びつける」
記憶 a）イメージを使う、b）意味地図を作る、c）キーワートを使う、
ストラテジー d＞記憶した音を表現する
3．「繰り返し復習をする」
? a）体系的に復習をする? 4，「動作に移す」
ス a）身体的な反応や感覚を使う、b）機械的な手法を使う
?
L「練習をする」
?
a）繰り返す、b）音と文字システムをきちんと練習する、　c）
テ 決まった言い回しや文型を覚えて使う、d）新しい結合を作る、
?
e）自然の状況の中で練習する
1 2．「情報内容を受け取ったり、送ったりする」
認知 a）意図を素早くつかむ、b）情報内容を受け取ったり送った
ストラテジー りするために多様な資料を使用する
3．「分析したり、推論したりする」
a）演繹的に推論する、b）表現を分析する、c）母語と対照
しながら分析する、d）訳す、　e）転移をする
4，「インプットとアウトフットのための構造を作る」
a）ノートを取る、b）要約をする、　c）強調する
1，「聞くことと読むことを知的に推測する」
a）言語的手掛かりを使う、b）非言語的手掛かりを使う
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2，「話すことと書くことの限界を克服する」
補償 a）母語に変換する、b）助けを求める、c）身振り手振りを使う、
d）コミュニケーションを部分的にあるいは全面的に避ける、ストラテシー e）話題を選択する、臼　情報内容を調整したり、とらえたり
1．　「自分の学習を正しく位置づける⊃
副学習全体を見て、既知の材料と結びつける、b）注口する、
c｝話すのを遅らせ、聞くことに集中する
2．「自分の学習を順序立て、計画する」
メタ認知 a｝三語学習について調べる、b）組織化する、図　日標と目
ストラテジー 的を設定する、d）ぎ語学習タスクの目的を明確にする、　e）
言語学習タスクのために計画を立てる、f）実践の機会を求
める
3．「自分の学習をきちんと評価する」??
山自己モニターをする、b）自己評価をする
? 1．「自分の不安を軽くする」
?????
情意
　a）漸進的リラソクス、深呼吸、瞑想を活用する、b）音楽を
@使う、c）笑いを使う
Q．「H分を勇気づける」
@a）自分を鼓舞することばを言う、b）適度に冒険する、　c）? ストラテシー
1 　自分を褒める
R．「自分の感情をきちんと把握する」
a）体調を捉える、b）チェックリストを使う、c）言諸学習
1．M己をつける、d）他の人々と自分の感情について話し合う
1、「質問をする」
a）話し手に内容を明確にしてもらう、b）訂正してもらう
社会的 2，「他の人々と協力する」
ストラテジー a）学習者同1：が協力する、b＞学習己語に堪能な人と協力する
3，「他の人々へ感情移人する」
a）文化を理解する、b）他の人々の考え方や感情を知る
　Oxford（1990）によると、言語学習ストラテジーは効果的な学習を助ける、
学習者の意識的な活動である、そのため、学習者に自らのストラテジーの使
用状況を認識させ、学習に効果的なストラテジーを取りス、れさせれば、学習
者はより効率よく学習を進めることができる　そこで、Oxford（1990）は、「言
語学習のためのストラテジー調査（Strategy　lnventoi・y　for　Language　Learning：
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SILL）」と名付けた質問紙を開発した、　SILLは、6つのストラテジーを反映
した学習ストラテジーに関する50項日を5段階で評価させる．、50項目は、
記憶ストラテジーの9問、認知ストラテシーの14問、補償ストラテジーの
6問、メタ認知ストラテジーの9間、情意ストラテシーの6問、社会的スト
ラテジーの6問から成り、外国語学習者と第二言語学習者別に作成されてい
る．ただし、「母語に変換する（補償ストラテジー）一など初中級の学習者を
対象にした質問もある（宮崎、2〔｝03）ため、学習者には自らの学習状況を考
慮しながらSILLを使用することが求められる．
2．調査方法
　調査は、東洋大学文学部英語コミュニケーション学科に所属する学生を対
象に質問紙を用いて実施された．以下では、データ収集、質問紙、被験者、
調査の手順について述べるT
　データ収集は、2011年度に英語コミュニケーション学科の学生を対象に
開講された「英語学A」において、筆者の指導のもと、受講者である46名
の学生により行われた　授業では言語学習ストラテジーをテーマに取り上げ
たが、活動のひとつ1が、英語コミュニケーション学科の学生が英語学習に
おいて用いるストラテジーを、受講者が学科学生を対象に質問紙調査を実施
し、その結果を日本語と英語でまとめることであった2．この活動の目的は、
他の学生が用いているストラテジーを知り自らの学習に必要なストラテジー
を再考察すること、調査の準備や結果の分析などひとつひとつの活動を通し
1　その他の主要な授業活動は以下の2つであった　ひとつは、言語学習ストラテジー
の学習における重要性を、文献講読および講義から学ぶことであった　もうひとつは、
SILL（Oxford、1990）に『1］答し、受講者が自らの英語学習において用いているストラ
テジーおよびその特徴を分析し、効果的な学習を行うために取り入れるべきストラテ
ジーを認識することであった
2　筆者は、英語コミュニケーション学科が推進する「プロジェクト遂行・発信型教
育フログラム」を担当している．「実践によって学ぶ」をモットーとするこのフログ
ラムでは、教員と学生が共同でプロジェクトを企画・推進し、その成果を様々な形態・
媒体を通じて英語で発信する、2011年度英語学Aの授業では、このフログラムが遂
行された
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て言語学習ストラテジーについてより深く理解すること、学術調査を体験す
ることである
　質問紙は、Oxford（1990）が開発した「言語学習のためのストラテジー
調査（Strategy　lnventory　for　Language　Leamlng：SILL）フ．O版」を使用し
た　SILLは蓄積された調査結果に基づいて開発され、1万人を超える学習
者のフィートバックを得ており、20言語ほどに翻訳されて使用されている
（Oxford．2011）ことから信頼性が高いといえ、また　外国語としての英語」
を学習する学習者を対象とした版もあることから、本研究の調査に適すると
判断した．ただし、本調査に適するように修正を加え、全4ページから成る
質問紙とした11ページ目の表紙は、本調査に適切な形式に作成し直した．2・
3ページ目の学習ストラテジーに関する50項目（5段階評価）は、Oxford
（1990）の日本語翻訳版（1994）をそのまま使用した＝しかし、表現や言い
回しなどが不明瞭であると受講者が判断した項目は、英語版を参照して新た
な表現や言い回しに置き換えた↓、4ページ目はフェイスシートとし、学年、
性別、留学経験の有無、TOEICの点数の記入欄を設けた“。
　被験者は英語コミュニケーション学科に所属する全学生である。被験者の
数は、1年生が106名、2年生が104名、3年生が82名、4年生が68名であった。
なお、英語学Aの受講者である46名も調査対象に含める必要があったため、
筆者は、調査実施前に調査に使用することを説明せずに受講者に日本語版
SILLに無記名で回答させてその場で回答用紙を回収しておいた、
　調査の手ll頂は以下である・まず、筆者は、講義および講読を通して学習ス
トラテジーに関する先行研究を受講者に理解させた一つまり受講者の先行研
3　使用した質問紙は本稿の付録に収録した、
4　例えば、22番目の項目は「Itry　not　to　translate　word．for－wordJであり、日本
語翻訳版（1994）には「逐語訳をしないようにする」とあったが、「英文を訳すとき、
一語一語忠実に翻訳しないようにする」と置き換えた　他に置き換えた項目は、15、
18、40、43番である
5　SILLは学習者がストラテジーの自己チェックを行うために開発されたため、回答
者の属性に関する項目はない，
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究の理解は、筆者を通して行われたこととなる，次は、質問紙の作成である
まず、受講者はOxford（1990）が開発したSILLの日本語翻訳版（1994）に
回答した、その後SILLの日本語版で用いられている表現や言い回しで不明
瞭な項目を列挙した　それから、受講者は3－4人のグルーフに分かれ、表
紙やフェィスシートを加え、SILLの英語版を参照しながら必要に応じて日
本語を修正し、さらに評価方法などを変更して、今回の調査に適する質問紙
を作成した、全11グループはフレゼンテーションを行い、投票により調査
に使用する質問紙を決定した，採用された質問紙は、受講者全員と筆者によ
りさらに修正が加えられている・そして、2011年6月7日から6月20EIの
期間に、受講者が分担して学科必修の授業に赴いて被験者に質問紙に回答さ
せその場で回収した。回答は、受講者が分担してエクセルに入力した．学習
ストラテジーに関する50項目は「当てはまる度合一を5段階評価させてお
り、度合が高い方から低い方へ5点、4点、3点、2点、1点と点数を与え
た、分析については、授業では、受講者を4つのグループに分けて担当学年
を決め、記述統計の手法を用いてそれぞれの担当学年のストラテジー使用状
況を分析させた“一筆者は、英語コミュニケーション学科全体におけるストラ
テジー使用状況を、記述統計の手法を用いて分析した、その結果は次節で述
べるとおりである、
3．結果
　本節は、英語コミュニケーション学科に所属する学生が英語学習において
使用するストラテジーを、質問紙調査の結果から明らかにする
　まず、質問紙に挙げた全5f）項目のストラテジーの使用状況についてであ
る、項目ごとに使用度合の平均値を算出した．結果は表1が示すとおりであ
る、
6　分析結果は、授業内でプレセンテーションを通して発表し、日本語と英語でレポー
トにまとめさせた
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表2　学習ストラテジーの平均値
??????????? ?
学習ストラテジー 上位^イプ
下位
^イプ
???
1 Q32他の人が英語を話しているときは、よく聞く ? メタF知 4．14
2 Q45英語が理解できないとき、ゆっくり話してもらうｩ、もう一度言ってもらう
?
社会的 4」2
3 Q26英語で適切な恒語が分からないとき、近い意昧のP語を使う
?
補償 4．09
4 Q25英語での会話中に適切な単語が思いつかないとｫ、ジェスチャーを使う
?
補償 4．06
5 Q15ウぎ語のテレビ番組や映画を英語か字幕で見る ? 認知 3．97
6 Q29萸語が思いつかないとき、同じ意味を持つ単語や蛯?gう
?
補償 3．96
7 Q10新しい単語を書いたり発音したりする ? 認知 3．88
8 Q50英語話者の文化を学んだり理解するよう心がけ ? 社会的 3．73
9 Q11英語のネイティブスピーカーのように話すよう
Sがける
?
認知 3．72
10Q33どうしたらより良い英語学習ができるか考える ? メタF知 3．70
11 Q31英語を上達させるため、自分の英語の間違いに気tき、それを直そうとする
? メタ
F知 3．69
12Q12英語の発音練習をする ? 認知 3．66
12 Q24知らない単語を理解するために、推測をする ? 補償 366
14 Q3新しい単語を覚えるために、その単語の音とそのP語のイメージや光景を関連付ける
?
記憶 3．59
15Q14英語で会話をする ? 認知 3．58
16 Q4新しい単語を覚えるために、その単語が使われる?ｵを想像する
?
記憶 3．56
16Q49英語で質問をする ? 社会的 356
18Q27新しい単語をひとつひとつ調べずに、英語を読む ? 補償 3．47
19Q16英語で読書をする ? 認知 3．45
20Q37英語の技能を高めるための明確な日標がある ? メタF知 3．44
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21 Q40間違えるのが怖い時でも、失敗を恐れずに英語をbすようにする
?
情意 3．40
22Q22英語を前から一語一・語忠実に訳さないようにす ? 認知 3．39
23Q30英語を使うためのいろいろな方法を積極的に見ﾂけようとしている
? メタ
F知 338
24Q38自分が英語学習においてどの程度進歩しているｩ考える
? メタ
F知 3．36
25Q35英語で話すことができる人を探す ? メタF知 3．34
26Q17英語でメモ、メッセージ、手紙、レポートを書く ? 認知 3．28
26Q18英語を読むとき、まずざっと読んで大まかな内容?c握し、その後最初からじっくり読む
?
認知 328
28Q41英語でうまくいったら、自分を褒める ? 情意 3．27
29 Q2新しい単語を覚えるために、文中で使う ? 記憶 3．25
30Q48英語を使うとき、英語のネイティブスビーカーに浮ｯてもらう
?
社会的 3．19
30Q36できるだけ英語で読書をする機会を探す ? メタF知 3．19
32Q42英語を勉強しているときや使っているときに、緊｣したり神経質になったりする
?
情意 3．13
33 Q1 英語ですでに知っていることと新しく学習したｱととの関係を考える
?
記憶 3．12
34Q47他の学生と積極的に英語で会話したり、練習をす ? 社会的 3．05
35Q21英単語を分解して、その単語の意味を理解しようﾆする
?
認知 3．04
36Q13単語をいろいろな文脈で使う ? 認知 3．OO
37Q28英語で他の人が次に何と言うかを推測する ? 補償 2．94
37Q20英語がもつパターンを見つけようとする ? 認知 294
39Q39英語を使うのに自信がないときは、いつもリラッNスしようとする
?
情意 2．93
40Q46英語を話しているとき、間違いを直すように英語ﾌネィティブスビーカーに頼む
?
社会的 291
41 Q34英語の学習に十分な時間を持てるように、スケWュールを立てる
? メタ
F知 2．72
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42Q23読んだり聞いたりしたことを英語でまとめる ? 認知 2．64
43 Q9
新しい単語を覚えるために、その単語があった本
ﾌヘーシ、集｛板、道路標識などの位置を記憶して
ｨく
?
記憶 2．61
44Q19新しい英単語に似た語が母語（目本語）の中にあ驍ｩ探す
?
認知 2．60
45Q44英語を勉強しているとき自分がどう感じているｩを、他の人に話す
?
情意 246
46 Q8授業の復習をよく行う ? 記憶 243
47 Q5新しい単語を覚えるために、韻を使う ? 記憶 2．34
47 Q6新しい単語を覚えるために、フラソシュカートをgう
?
記憶 2．34
49Q43語学学習の際の自分の感情や反省などを書き溜
ﾟる
?
情意 2．18
50 Q7新しい単語を覚えるために、身体で表現する ? 記憶 2．16
　学生が英語学習において使用しているストラテジーは、「他の人が英語を
話しているときは、よく聞く」の4．14点から「新しい単語を覚えるために、
身体で表現する」の2．16点と、使用度合が高いストラテジーもあれば低い
ストラテジーもある，
　Oxford（1990）は、学習ストラテジーを、学習言語とのかかわりから直接
ストラテジーと間接ストラテジーとに分類している、そこで、直接ストラテ
ジー（前半の29項目）と間接ストラテジー（後半の21項目）の平均値を
それぞれ算出した・結果は表3が示すとおりである、
表3直接ストラテジーと間接ストラテジーの平均値
直接ストラテジー 3．24
間接ストラテジー 3．27
　直接ストラテジーは324点、間接ストラテジーは3．27点とほぼ変わりな
く、言語学習に直接用いる直接ストラテジーも、言語学習を支える間接スト
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ラテジーも、学生は使用している
　Oxford（1990）は、直接および間接ストラテジーの下位に、6つのストラ
テジーを置く．そこで、直接ストラテシーの下位ストラテジーである記憶ス
トラテジー（9問）、認知ストラテジー（14問）、補償ストラテジー（6問）、
間接ストラテジーの下位ストラテジーであるメタ認知ストラテジー（9問）、
情意ストラテジー（6問）、社会的ストラテジー（6問）のストラテジーの平
均値をそれぞれ算出した、結果は図1が示すとおりである，
図1各ストラテジーの平均値
5．00
4．00
3．00
2．00
1．00
0．00
　6つのストラテジーのうち、平均値が最も高かったストラテジーは、3．7
点の補償ストラテジーであった。補償ストラテジーは、足りない知識を補う
ために使用される，外国語を用いたコミュニケーションにおいて知識が不足
することはめずらしくないが、この結果は、円滑なコミュニケーションをと
るために学生たちが様々なストラテジーを用いていることを示している．
　2番目に平均値が高かったストラテジーは3．44点のメタ認知ストラテジー
であった。メタ認知ストラテジーは、学習者が自己の学習過程を調整するた
めに使用する、この結果は、学生たちがいかに英語を学習するかということ
に意識を向けながら学習していることを示す．英語を専門としており、英語
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能力を一L達させたいという意欲が強いためであろう．
　3番目は3．43点の社会的ストラテジーである　社会的ストラテシーは、
ネィティブスピーカーや他の学習者とのコミュニケーションを通して言語を
学習するために使用される．言語習得の×きな目的のひとつは他者とのコ
ミュニケーションである、．この結果は、学生たちがすでに言語学習において
社会的ストラテジーを使用していることを示している．
　4番目は3．32点の認知ストラテジーである　認知ストラテジーは、英語
学習を行う方法のことを指す　そのため表1が示すように、「英語のテレビ
番組や映画を英語か字幕で見る（Ql5、3．97点月のように平均値が高いス
トラテジーから一Vしい英単語に似た語が母語（日本語）の中にあるか探す
（Q19、2．6点）」のように平均値が低いストラテジーまで、学生たちの使用
度合はさまざまであった，日本人の英語学習者にとって、Q19は英語と日本
語の言語的な違いがあるため常に使用できるストラテジーとはいえないが、
「読んだり聞いたりしたことを英語でまとめる（Q23、2．64点）」、「英語がも
つパターンを見つけようとする（Q20、294点）」、「単語をいろいろな文脈
で使う（Q13、3点）」などはあまり使用されていないが学習に効果的なス
トラテジーであり、学生が新たに学習に取り人れることが推奨される
　5番目は2．89点の情意ストラテジーである，情意ストラテジーは、感情、
動機づけ、態度を調整するために使用される　Oxford（1990）は、情意スト
ラテジーは学習に効果をもたらすストラテジーとして見逃されることが多い
が、学習において学習者自身が自らを統制するという言語学習における重要
な役割を果たすことを指摘している　そのため、学生が積極的に用いること
が推奨される、
　平均値が最も低かったのは、2，82点の記憶ス1・ラテジーである．記憶ス
トラテジーに関する9項目のうち7項目が、新しい単語を覚えるために用い
るストラテジーであった．学生たちは遅くとも中学校入学時から英語を学習
している学習上級者であり、単語を覚えるよりもいかに使用するかというこ
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とに学習の重点を置いている　その結果、他のストラテジーに比べて平均値
が低くなったと考えられる　ただし、外国語学習における記憶の重要性は言
うまでもなく、多様なタイフの記憶ストラテジーを身に付けておく必要があ
?
4．おわりに
　本稿は、東洋大学文学部英語コミュニケーション学科に所属する学生が英
語学習において使用する学習ストラテジーを、学生が行った調査紙調査から
明らかにした・調査紙に挙げたストラテシー全50項目は、使用される傾向
が高いものもあれば低いものもあった・ただし、直接的に言語学習に関連す
るストラテジーと間接的に関連するストラテジーはともに使用されていた
また、補償ストラテジーや社会的ストラテジーのように、コミュニケーショ
ンを行うために必要とされるストラテジーは頻繁に使用されていた　英語コ
ミュニケーション学科は英語によるコミュニケーション能力を育成すること
を目指しており、その教育成果が表れている、、一一一一一方、記憶ストラテジーや情
意ストラテジーは頻繁に使用されているとはいえない、円滑なコミュニケー
ションのためには、語彙や表現などを記憶するための記憶ストラテジーや積
極的に学習を進めるための情意ストラテジーも必要であり、これらを取り入
れながら学習を進めることが求められる，
　適切かつ多岐にわたるストラテジーの使用は、より効果的な英語習得につ
ながる。そのため、教員には授業などを通して多様なストラテジーを学習者
に認知させ使用するように指導することが求められる　それは、学習者の自
律性を育むことにつながるであろう
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（付録）
言語学習のためのストラテジー調査
Strategy　Inventory　for　Language　Leaming
　　　　　　　　　　7．0版
　　　　　　　◎R．Oxford，1989
この言語学習のためのストラテジー調査は、外国語としての英語学習者を対
象としています。中には英語学習に関するさまざまな質問文があります，問
題は全部で50問です、あなたの英語学習は各文の内容にどの程度当てはま
るかを以下から選び、選択肢ひとつに丸を付けてください．
L全く当てはまらない
2．あまり当てはまらない
3．どちらでもない
4．やや当てはまる
5．当てはまる
このアンケートは、学生のより効果的な英語学習を考える参考にさせていた
だきます、文の内容がどれだけ自分の英語学習を正確に述べているかという
観点から答えてください、決してどうすべきか、他の人々がどうしているか
という点からは答えないでください．．正解や間違った答えはありません　ま
た、成績や単位などには一切関係ありません一貴重なお時間をいただき大変
申し訳ありませんが、以下のアンケートへお答えいただけるようお願いしま
す、
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1
??
?
4
?」?????
「卵
英語ですでに）ll1・っていることと新しく学習したこととの関
係を考える
新しい単語を覚えるために，文中で使う
新しい単語を覚えるために、その単語の音とその単語のイ
メージや光景を関連付ける、
新しい単語を覚えるために、その単語が使われる状況を想
1象する
新しい単語を覚えるために、韻を使う．
新しい単語を覚えるために、フラソシュカードを使う
新しい単語を覚えるために、身体で表現する、
授業の復習をよく行う．
新しい単語を覚えるために、その単語があった本のページ、
黒板、道路標識などの位置を記憶しておく．
LO．新しい単語を書いたり発音したりする。
IL英語のネイティブスピーカーのように話すよう心がける
12、英語の発音練習をする．
13．単語をいろいろな文脈で使う
14．英語で会話をする．
15．英語のテレビ番組や映画を英語か字幕で見る．
16、英語で読書をする．
17．英語でメモ、メッセージ、手紙、レポートを書く
18．英語を読むとき、まずざっと読んで大まかな内容を把握し、
　　その後最初からじっくり読む／t
l9．新しい英単語に似た語が母語旧本語）の中にあるか探す．
20，英語がもつパターンを見つけようとする．
21．英単語を分解して、その単語の意昧を理解しようとする
22．英語を前から一語一語忠実に訳さないようにする、
23．読んだり聞いたりしたことを英語でまとめる、
24．知らない単語を理解するために、推測をする
25，英語での会話中に適切な単語が思いつかないとき、ジェス
　チャーを使う
26．英語で適切な単語が分からないとき、近い意昧の単語を使う、
27．新しい単語をひとつひとつ調べずに、英語を読む、
?
抵
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
「?? ???????????? ?
5　4　3　2　1???????????
5　4　3　2　1
????? ???????（????
5　4　3　2　1
?ー????????
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28．英語で他の人が次に何とtt一うかを推測する
29．英語が思いつかないとき、同じ意味を持つ単語や句を使う．
30．英語を使うためのいろいろな方法を積極的に見つけようと
　　している＝
31，英語を上達させるため、自分の英語の間違いに気付き、そ
　　れを直そうとする．
32．他の人が英語を話しているときは、よく聞く．
33、どうしたらより良い英語学習ができるか考える、
34，英語の学習に十分な時間を持てるように、スケジュールを
　　立てる、
35．英語で話すことができる人を探す．
36．できるだけ英語で読書をする機会を探す
37．英語の技能を高めるための明確な口標がある
38，自分が英語学習においてどの程度進歩しているか考える．
39．英語を使うのに自信がないときは、いつもリラックスしよ
　　うとする，
40．間違えるのが怖い時でも、失敗を恐れずに英語を話すよう
　　にする．．
41．英語でうまくいったら、自分を褒める．
42．英語を勉強しているときや使っているときに、緊張したり
　神経質になったりする、
43．語学学習の際の自分の感情や反省などを書き溜める．
44．英語を勉強しているとき自分がどう感じているかを、他の
　　人に話す．
45，英語が理解できないとき、ゆっくり話してもらうか、もう
　一度言ってもらう．
46．英語を話しているとき、間違いを直すように英語のネイティ
　　ブスヒ．一カーに頼む一
47，他の学生と積極的に英語で会話したり、練習をする
48．英語を使うとき、英語のネィティブスビーカーに助けても
　　らう、
49．英語で質問をする．
50．英語話者の文化を学んだり理解するよう心がける、
当てはまる度合い
織 抵?????」?????
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
﹈
??
???????
5　4　3　2　1
?????????↑???
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1
5　4　3　2　1????．﹇?
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　最後に、あなた自身についてお聞きします．以下の当てはまる数字に丸を
付けてください　なお、3番の質問で「有」と答えた方は、お手数ですが、時期、
期間、国・都市名もお書きください
1．学年 1　2　3　4
2．性別 1、男　2．女
3，半年以上の留学経験 1．有　2．無
＊3で有と答えたノ∫ 日寺其q　　　　　　　年　　　　月ヒ頁から
期間　　　　年　　ケ弓
国　都市名
4．今まで受けたTOEICの結果
1年次 一299／300－349／350－399／400－449／450－499／
T00－549／550－599／600－649／650－699／700－749／
V50－799／800－849／850－899／900一
2年次 一299／300－349／350－399／400－449／450－499／
T00－549／550－599／600－649／650－699／700－749／
V50－799／800－849／850－899／900一
3年次 一299／300－349／350－399／400－449／450－499／
T00－549／550－599／600－649／650－699／700－749／
V50－799／800－849／850－899／900一
4年次 一299／300－349／350－399／400－449／450－499／
T00－549／550－599／600－649／650－699／700－749／
V50－799／800－849／850－899／900一
＊アンケートにご協力ありがとうございました＊
